
第４次富山県障害者計画のたたき台（案） 

地域の資源を活かしながら、住民相互が包括的に支え合うことにより、年齢や障害の有無等に 
かかわらず、住み慣れた地域で安心して生活できる「とやま型地域共生社会」の実現を目指して 

 

１ 障害及び障害者に対する理解の促進（法第7条/条約第8条、10条関係） 

  ○啓発・広報活動  ○福祉教育 
  ○地域での交流と県民の参加 ○ボランティア活動 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕命の重さ、心のバリアフリー、ヘルプマーク 
 

２ 差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止 
（法第4条、23条/条約第10条、12条、14条、16条関係） 

  ○障害を理由とする差別の解消 ○権利擁護及び虐待防止 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕虐待の防止、差別解消、合理的配慮 
 

３ コミュニケーション支援体制の確立（法第22条/条約第9条、21条、 24条関係） 

  ○情報バリアフリー化  ○情報提供 
  ○コミュニケーション支援 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕手話言語条例、アクセシビリティ、ＩＣＴの活用 
 

４ 住みよい生活環境の整備（法第20条、 21条/条約第9条、 19条、 20条、28条関係） 

  ○暮らしやすい住まいの整備 ○人にやさしいまちづくり 
  ○利用しやすい交通、移動手段 ○ユニバーサルデザイン 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕バリアフリー、アクセシビリティ、身体障害者補助犬 
 

５ 安心して暮らせるまちづくりの推進（法第22条、 26条、 27条/条約第9条、 21条、 24条関係） 

  ○交通安全対策  ○防災対策 
  ○防犯対策  ○消費者トラブルの防止 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕犯罪被害者支援 

Ⅰ とやま型地域共生社会を実現する社会基盤・生活環境の整備 
 

１ 相談支援体制の整備 
（法第14条、17条、23条/条約第12条、19条、20条、23条、26条、28条関係） 

  ○意思決定の尊重及び意思決定の支援 
  ○地域における相談支援体制 ○専門的な相談支援体制 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕成年後見制度 
 

２ 地域生活を支援するサービスの充実（1に同じ） 

  ○在宅ｻｰﾋﾞｽ等の充実        ○障害特性等への対応 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕地域生活移行、地域生活定着、共生型ｻー ﾋ゙ ｽ（とやま型ﾃ゙ ｲ）、医療的ｹｱ 
 

３ 障害者施設の整備の方向と施設機能の充実・活用（1に同じ） 

  ○施設整備の基本的方向 
  ○施設機能の充実と地域生活支援への活用 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕地域包括ケア 
 

４ 質の高いサービスの提供（1に同じ） 

  ○サービスの質の向上      ○福祉を支える人材の育成・確保 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕複合的困難への対応、人材の育成・確保 

Ⅱ  個々のニーズに応じた福祉サービスの充実 

 

１ 障害のある子どもの教育・育成の充実（法第16条、17条/条約第24条、30関係） 

  ○インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の推進 
  ○一貫した教育相談体制と生涯学習  ○地域療育体制の整備 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕高等教育の充実、発達障害、心のバリアフリー 
 

２ 雇用・就労の促進 
（法第15条、18条、19条、23条、24条/条約第19条、24条、26条、27条、28条関係） 

  ○障害者の雇用促進、就労支援 ○福祉的就労の充実 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕多様な就業機会の確保、農福連携 
 

３ 社会参加活動の推進（法第25条/条約第30条） 

  ○スポーツ活動の振興  ○文化芸術活動等の振興 
  ○社会参加促進事業の推進 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕障害者スポーツ、アール・ブリュット、余暇・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 

Ⅳ 個性を尊重し社会参加を促進する支援の充実  

 

１ 保健・医療施策の充実 
（法第14条、17条、23条、31条/条約第12条、14条、 19条、 25条、26条関係） 

  ○障害の原因となる疾病の予防・早期発見 ○保健・医療体制の充実 
  ○リハビリテーション提供体制の充実 ○精神保健・医療施策 
  ○保健・医療を支える人材の確保 
 〔ｷｰﾜｰﾄﾞ〕発達障害、難病、リハビリ病院・こどもセンター 

Ⅲ 質の高い保健・医療体制の確立 

法：障害者基本法  条約：障害者の権利に関する条約 

資 料 ４ 


